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色に関しては，果皮色と強く連鎖する STSマーカー（BC266-STS）が Chengらにより 1996 年に報告されて
いる。今回，「デリシャス」×ミツバカイドウの Fl集団を使って MdMYBAのマッピングを行った。
MdMYBAの 5'上流と第 2イントロン部分の配列からプライマーを設計して PCRを行うと，「デリシャス」
は 723bpと 656bpの 2本のバンドをヘテロで持っていたが，ミツバカイドウはこれらのバンドを持ってい
なかった。Fl集団における 723bpまたは 656bpのバンドを持つ Flの数から連鎖関係を調べた結果， 
MdMYBAは「デリシャス」の第 9連鎖群の下部に座乗し，この近傍に BC266-STSマーカーが存在していた。
さらに，Chengらの Al対立遺伝子は 723bpのバンドに，al対立遺伝子は 656bpのバンドに対応していた。














発現パターンが対応していた。A10Eは，UDP-glucoseと UDP-ga1actoseを可逆的に触媒する UDP-glucose 
















シアニンである cyanidin 3-galactosideの合成に関わると推察される UDP-glucose 4-epimerase（MdUGE1）の単
離と機能解析を行ったものである。特に， MdMYBAについては，アントシアニン集積における生理的な機
能解明のみならず，連鎖地図上にマップし，これまで報告されていた果皮色と強く連鎖する STSマーカー
（BC266-STS）との関係を初めて明らかにした。一方のMdUGE1は，これまで知られていた直接的にアント
シアニンの生合成に関わる遺伝子以外で，リンゴの着色に直接的に関与していることが明らかにされた最初
の遺伝子である。また，新規な遺伝子を効果的に単離する方法として，SSHの有効性を実証した点において
も高く評価できる。いずれの成果についてもリンゴのアントシアニンの集積機構全体の解明につながるもの
で，国際的に評価の高い学術雑誌に掲載されていることからもその新規性，重要性をうかがい知ることがで
きる。さらには得られた知見を基にすることで，今後のリンゴの着色系統の選抜のための新たなマーカーの
構築にもつながる成果である。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
